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(57)【要約】
【課題】窓用ブラインドなどに用いられ、採光性と遮熱
性を有し、さらにミラー効果による視界制御機能を有す
るメッシュシートの提供。
【解決手段】粗目織物を基材として、その全表面上が熱
可塑性樹脂で被覆されてなる、多数の貫通孔を有し、空
隙率が５～３０％のフラットメッシュシートを基体とし
て、このフラットメッシュシートの片表面上に、鱗片状
粒子を含有してなる熱線乱反射樹脂層を設け、粗目織物
を、マルチフィラメント糸条３本並列による扁平経糸束
及び扁平緯糸束との交絡によるフラット織物とする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粗目織物を基材として、その全表面上が熱可塑性樹脂で被覆されてなる、空隙率５～３
０％のフラットメッシュシートを基体として、このフラットメッシュシートの片表面上に
、アルミニウム、ステンレス、ニッケル、銅、光輝性ガラスフレーク及び光輝性雲母顔料
から選ばれた１種以上の鱗片状粒子を含有してなる熱線乱反射樹脂層が設けられ、さらに
前記粗目織物が、マルチフィラメント糸条３本並列による扁平経糸束及び扁平緯糸束との
交絡によるフラット織物であることを特徴とする窓用遮熱シート。
【請求項２】
　前記熱線乱反射樹脂層が、前記鱗片状粒子を前記熱線乱反射樹脂層に対して１０～５０
質量％の含有率で含み、前記鱗片状粒子が、粒度１０～６０μｍ、アスペクト比１．２～
３．０の形状を有している請求項１に記載の窓用遮熱シート。
【請求項３】
　前記粗目織物の全表面上を被覆する前記熱可塑性樹脂中に、酸化チタン、酸化亜鉛、酸
化スズ、酸化ジルコニウム、三酸化アンチモン、酸化インジウム、スズドープ酸化インジ
ウム、インジウムドープ酸化スズ、及びアンチモンドープ酸化スズから選ばれた１種以上
の金属酸化物粒子を含んでいる請求項１または２に記載の窓用遮熱シート。
【請求項４】
　前記熱線乱反射樹脂層上に、酸化チタン、過酸化チタン（ペルオキソチタン酸）、酸化
亜鉛、酸化錫から選ばれた１種以上の光触媒性物質を含有する防汚層が形成されている請
求項１～３のいずれか１項に記載の窓用遮熱シート。
【請求項５】
　前記熱線乱反射樹脂層上に、アクリル系樹脂、アクリル－シリコン共重合体樹脂、フッ
素系共重合体樹脂、シリカ微粒子含有アクリル系樹脂、シリカ微粒子含有アクリル－シリ
コン共重合体樹脂、及びシリカ微粒子含有フッ素系共重合体樹脂から選ばれた何れか１種
による防汚層が形成されている請求項１～３のいずれか１項に記載の窓用遮熱シート。
【請求項６】
　前記粗目織物の全表面上を被覆する前記熱可塑性樹脂中に、臭気分子に対して、物理的
吸着性を有する無機多孔性物質、化学反応性を有する無機酸化・還元性物質、及び無機分
解反応触媒物質から選ばれた１種以上の臭気分子不活性化粒子を含んでいる請求項１～５
のいずれか１項に記載の窓用遮熱シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は採光性及び遮熱性と、視界制御効果とを有するブラインド用シートに関する。
詳しく述べれば、本発明のシートは、家屋、店舗、マンション、オフィスビル、商業施設
、各種公共施設などのガラス窓及び庇に併設して使用する、採光性ブラインドに用いるシ
ート、また、鉄道車両及びバスの窓に使用する、採光性ブラインドに用いるシートであっ
て、内部から外側の景観が認知可能でありながら、外からは内側の様子が容易に認知でき
ないミラー効果による視界制御機能を有し、しかも優れた遮熱効果を発揮し、更には防汚
機能や消臭機能を兼備する機能性メッシュシートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　遮熱性とミラー効果による視界制御機能を有する窓用シートとして、特許文献１にはモ
ノフィラメント・メッシュシートを基材とし、このメッシュシートの一面にステンレスの
スパッタ反射膜を形成し、この反射膜上に、窓ガラスとの貼り付けの利便性のために接着
剤を塗工し、離型紙を設けたメッシュシートが開示されている。しかしながら特許文献１
では十分な遮熱効果を有し、しかも屋内外からの視界制御効果を兼備するためのモノフィ
ラメント・メッシュシートの要件（反射膜の占有面積、空孔サイズなど）についての具体
的記載及び示唆がなされていない。また反射膜上に接着剤を塗工することで反射膜本来の
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熱線反射効果が損なわれる問題がある。また特許文献２には、合成繊維糸を編織して得ら
れた布帛に、物理蒸着法によってステンレス鋼またはチタンからなる光反射性の金属膜を
形成すると共に、布帛の表面に艶出し加工を施して布帛表面を平滑化した遮光カーテン用
の遮熱性布帛の製法が開示されている。特許文献２の遮光性を有する布帛では十分な遮熱
効果を有しても、ミラー効果による視界制御機能を持ち合わせるものではない。また、特
許文献３には金属蒸着フイルム部材に樹脂コーティングをした部材を糸状に細長く裁断し
た金属フイルム糸によって編まれた編地が遮熱効果とミラー効果による視界制御機能を有
し、ブラインドやカーテンに適していることが開示されている。しかし特許文献３の編地
では編構造が嵩張ることで変形に対する融通性に劣り、編地が揺らぐと耳障りな擦過音を
立てる問題、ブラインドやカーテンとして日常的な繰り返し使用で変形や破壊しやすい脆
弱性の問題がある。また、特許文献４には、表面毛羽を有する短繊維紡績糸を含む繊維糸
条からなる粗目編織物を基布とし、この基布を含浸・被覆する遮熱層（特定の不定形金属
酸化物粒子含有）を有する天然繊維調メッシュシートが開示されている。しかし特許文献
４のメッシュシートはミラー効果による視界制御機能を有するものではなく、またそのよ
うな示唆もなされていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２１４８５１号公報
【特許文献２】特開２００６－１７４９７８号公報
【特許文献３】特開２０１１－０５０７０４号公報
【特許文献４】特開２００８－１９６０８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、建物や家屋のガラス窓及び庇に併設して使用する採光性遮熱ブラインド、鉄
道車両やバスの窓に使用する採光性遮熱ブラインドなどに用いられ、しかも内部から外側
の景観が認知可能でありながら、外からは内側の様子が容易に認知できないミラー効果に
よる視界制御機能を有し、更には防汚機能や消臭機能を兼備する機能性メッシュシートを
提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するためには、特定の粗目織物を基材として、その全表面上が熱可塑性
樹脂で被覆されてなる特定の空隙率を有するフラットメッシュシートを基体として、この
フラットメッシュシートの片表面上に、特定の鱗片状粒子を含有してなる熱線乱反射樹脂
層を設けることによって、窓用遮熱シートとして、十分な採光性及び遮熱性と視界制御効
果とを兼備することを見出して本発明を完成するに至った。
【０００６】
　すなわち本発明の窓用遮熱シートは、粗目織物を基材として、その全表面上が熱可塑性
樹脂で被覆されてなる、空隙率５～３０％のフラットメッシュシートを基体として、この
フラットメッシュシートの片表面上に、アルミニウム、ステンレス、ニッケル、銅、光輝
性ガラスフレーク及び光輝性雲母顔料から選ばれた１種以上の鱗片状粒子を含有してなる
熱線乱反射樹脂層が設けられ、さらに前記粗目織物が、マルチフィラメント糸条３本並列
による扁平経糸束及び扁平緯糸束との交絡によるフラット織物であることが好ましい。こ
れによって屋内からは屋外の景観が認知可能でありながら、屋外からは屋内の様子が容易
に認知できないという視界制御機能を有し、しかも優れた遮熱効果を発揮することを可能
とする。
【０００７】
　本発明の窓用遮熱シートは、前記熱線乱反射樹脂層が、前記鱗片状粒子を前記熱線乱反
射樹脂層に対して１０～５０質量％の含有率で含み、前記鱗片状粒子が、粒度１０～６０
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μｍ、アスペクト比１．２～３．０の形状を有していることが好ましい。これによってフ
ラットメッシュシート上に設けられた熱線乱反射樹脂層もフラットメッシュシートと同じ
フラット性で設けられ、熱線乱反射樹脂層中に含有する鱗片状粒子の配向と配列もメッシ
ュシートのフラット性と同じフラット性を維持することによって優れた遮熱効果を発揮す
ることを可能とする。
【０００８】
　本発明の窓用遮熱シートは、前記粗目織物の全表面上を被覆する前記熱可塑性樹脂中に
、酸化チタン、酸化亜鉛、酸化スズ、酸化ジルコニウム、三酸化アンチモン、酸化インジ
ウム、スズドープ酸化インジウム、インジウムドープ酸化スズ、及びアンチモンドープ酸
化スズから選ばれた１種以上の金属酸化物粒子を含んでいることが好ましい。これによっ
て優れた遮熱効果を発揮することを可能とする。
【０００９】
　本発明の窓用遮熱シートは、前記熱線乱反射樹脂層上に、酸化チタン、過酸化チタン（
ペルオキソチタン酸）、酸化亜鉛、酸化錫から選ばれた１種以上の光触媒性物質を含有す
る防汚層が形成されていることが好ましい。これによって熱線乱反射樹脂層に付着した汚
れが光触媒分解除去されることで、長期間安定して熱線乱反射効果、すなわち遮熱効果を
発揮することを可能とする。
【００１０】
　本発明の窓用遮熱シートは、前記熱線乱反射樹脂層上に、アクリル系樹脂、アクリル－
シリコン共重合体樹脂、フッ素系共重合体樹脂、シリカ微粒子含有アクリル系樹脂、シリ
カ微粒子含有アクリル－シリコン共重合体樹脂、及びシリカ微粒子含有フッ素系共重合体
樹脂から選ばれた何れか１種による防汚層が形成されていることが好ましい。これによっ
て熱線乱反射樹脂層に付着した汚れが拭き取り除去し易くなることで、長期間安定して熱
線乱反射効果、すなわち遮熱効果を発揮することを可能とする。
【００１１】
　本発明の窓用遮熱シートは、前記粗目織物の全表面上を被覆する前記熱可塑性樹脂中に
、臭気分子に対して、物理的吸着性を有する無機多孔性物質、化学反応性を有する無機酸
化・還元性物質、及び無機分解反応触媒物質から選ばれた１種以上の臭気分子不活性化粒
子を含んでいることが好ましい。これによって遮熱性を有しながら、屋内の生活臭（体臭
、ペット臭、調理臭、ゴミ臭、カビ臭など）を低減させることを可能とする。このように
して本発明の窓用遮熱シートは、片方の面に遮熱機能を持たせ、もう一方の面に消臭機能
を付帯させることができる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の窓用遮熱シートは、採光性及び遮熱性を有し、屋内からは屋外の景観が認知可
能でありながら、屋外からは屋内の様子が容易に認知できないという視界制御機能を有す
るので、本発明のシートを、窓用ブラインドや庇として、家屋、店舗、マンション、オフ
ィスビル、商業施設、各種公共施設などで用いたときに、適度な太陽光を取り込みながら
、太陽光の熱線を効果的に反射することによって屋内温度の上昇を抑制するので、従って
エアコンなどの空調設備の電気消費を低く抑えることができ有用である。また本発明の窓
用遮熱シートは鉄道車両やバスの窓にも適して用いることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明に用いる粗目織物の織り組織の一部を拡大して示す図
【図２】本発明の窓用遮熱シートの外観の一部を示す図
【図３】本発明の窓用遮熱シートの一例の部分的断面を拡大して示す図
【図４】本発明の窓用遮熱シートの一例の部分的断面を拡大して示す図
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の窓用遮熱シートは、特定の粗目織物を基材として、その全表面上が熱可塑性樹
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脂で被覆されてなる特定の空隙率を有するフラットメッシュシートを基体として、このフ
ラットメッシュシートの片表面上に、特定の鱗片状粒子を含有してなる熱線乱反射樹脂層
が設けられている。
【００１５】
　本発明の窓用遮熱シートにおいて、粗目織物の全表面上を被覆する熱可塑性樹脂として
は、軟質塩化ビニル樹脂、塩化ビニル系共重合体樹脂、オレフィン樹脂、オレフィン系共
重合体樹脂、ウレタン樹脂、ウレタン系共重合体樹脂、アクリル樹脂、アクリル系共重合
体樹脂、酢酸ビニル樹脂、酢酸ビニル系共重合体樹脂、スチレン樹脂、スチレン系共重合
体樹脂、ポリエステル樹脂、およびポリエステル系共重合体樹脂、フッ素樹脂、フッ素系
共重合体樹脂、シリコン樹脂、シリコン系共重合体樹脂などが使用でき、これらは単独も
しくは、２種以上の併用としてもよい。時に本発明において好ましい熱可塑性樹脂は、塩
化ビニル樹脂（可塑剤、安定剤等を配合した軟質～半硬質塩化ビニル樹脂を包含する）、
オレフィン系共重合体樹脂、ウレタン系共重合体樹脂、およびポリエステル系共重合体樹
脂である。これらの熱可塑性樹脂には、必要に応じて有機顔料、無機顔料、可塑剤、安定
剤、充填剤、滑剤、紫外線吸収剤、劣化防止剤、接着剤、防炎剤、防黴剤、抗菌剤、帯電
防止剤、防曇剤及び消臭剤など公知の添加剤を含むことができる。
【００１６】
　本発明の窓用遮熱シートにおいて熱可塑性樹脂中には、酸化チタン、酸化亜鉛、酸化ス
ズ、酸化ジルコニウム、三酸化アンチモン、酸化インジウム、スズドープ酸化インジウム
、インジウムドープ酸化スズ、及びアンチモンドープ酸化スズから選ばれた１種以上の金
属酸化物粒子を含んでいることが好ましく、被覆する樹脂層の厚さは０．０５～１．０ｍ
ｍ、特に０．１～０．３５ｍｍが好ましい。この被覆する樹脂層の厚さ範囲内において、
これら金属酸化物粒子の含有量は熱可塑性樹脂１００質量部に対して、０．５～３０質量
部、特に１～１５質量部含有することが好ましい。このようにして得られた可撓性メッシ
ュシートは、波長３００～２５００ｎｍにおける日射反射率（ＪＩＳ　Ｒ３１０６）を６
０％以上とする。金属化合物粒子の含有量が０．５質量部未満だと得られるメッシュシー
トの日射反射率が不十分となることがあり、また含有量が３０質量部を越えると得られる
メッシュシートの被覆樹脂層を脆くすることがある。
【００１７】
　本発明の窓用遮熱シートにおいて、上記熱可塑性樹脂中には必要に応じて、臭気分子に
対して、物理的吸着性を有する無機多孔性物質、化学反応性を有する無機酸化・還元性物
質、及び無機分解反応触媒物質から選ばれた１種以上の臭気分子不活性化粒子を含むこと
が好ましい。これによって屋内の生活臭（体臭、ペット臭、調理臭、ゴミ臭、カビ臭など
）を低減させる機能を付帯する。臭気分子不活性化粒子のうち物理的吸着性を有する無機
多孔性物質としては、活性炭、添着活性炭、竹炭、活性白土、天然ゼオライト、合成ゼオ
ライト、ベントナイト、セピオライト、シラス、シリカ、シリカ－マグネシア、モレキュ
ラーシーブなどを用いることができる。また化学反応性を有する無機酸化・還元性物質と
しては、電気石（トルマリン鉱石）、及び金属フタロシアニン錯体、金属フタロシアニン
錯体テトラカルボン酸、（これらの錯体形成金属として、銅、鉄、コバルト、マンガンな
ど）などが使用できる。また無機分解反応触媒物質としては、助触媒添加（担持）型光触
媒、アニオンドープ型光触媒、カチオンドープ型光触媒、共ドープ型光触媒、金属ハロゲ
ン化物担持型光触媒、酸素欠損型光触媒などの可視光応答型光触媒粒子を用いることがで
きる。
【００１８】
　熱可塑性樹脂による被覆層に含有する臭気分子不活性化粒子の含有量は、熱可塑性樹脂
による被覆層の全質量に対して１～３０質量％が好ましい。臭気分子不活性化粒子の含有
量が１質量％未満だと、得られるシートの消臭効果が不十分となることがあり、また３０
質量％を越えると得られるシートの熱可塑性樹脂による被覆層の摩耗強度が脆弱となるこ
とがある。本発明において、上記臭気分子不活性化粒子の補助成分として植物性ポリフェ
ノール類、植物性テルペノイドを含んでいてもよい。植物性ポリフェノールは、フラボノ
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ール、イソフラボン、タンニン、カテキン、ケルセチン、アントシアニンなど、及びその
誘導体、フェノール性酸及びその誘導体などの単一もしくは混合物である。また植物性テ
ルペノイドは、ヒノキチオール、テルピネオール、リナロールなどのテルペンアルコール
、α－ピネン、β－ピネン、リモネン、ｐ－メンタン、α－テルピネン、テルピノーレン
、カンフェン、エレメン、ミルセン、カルボンなどのテルペン系環式炭化水素化合物を、
熱可塑性樹脂による被覆層の全質量に対して１～５質量％の範囲で併用してもよい。
【００１９】
　本発明において、粗目織物の全表面上を熱可塑性樹脂で被覆してなるフラットメッシュ
シートは、粗目織物に対して液状の熱可塑性樹脂によるディッピングやコーティングによ
る含浸被覆によって形成される。液状の熱可塑性樹脂としては、エマルジョン樹脂、デイ
スパージョン樹脂などの水分散形態、熱可塑性樹脂を有機溶媒中に可溶化した塗料形態、
及び塩化ビニル樹脂ペーストゾルなどの使用が好ましい。
【００２０】
　本発明において、粗目織物を構成する繊維は、ポリプロピレン繊維、ポリエチレン繊維
、ポリエステル繊維、ナイロン繊維、ビニロン繊維、芳香族ヘテロ環ポリマー繊維などの
合成繊維、木綿、麻、ケナフなどの天然繊維、アセテートなどの半合成繊維、ガラス繊維
、シリカ繊維、アルミナ繊維、炭素繊維などの無機繊維の何れもが使用でき、これらは単
独で、或いは２種以上の混用で用いることができるが、特にポリプロピレン繊維、ポリエ
ステル繊維、ナイロン繊維、ビニロン繊維などの合成繊維が好ましい。
【００２１】
　糸条の形態は、マルチフィラメント、短繊維紡績、モノフィラメント、スプリットヤー
ン、テープヤーンなどいずれであってもよいが、特にマルチフィラメントが好ましい。マ
ルチフィラメント糸条の繊度は、１２５（１３９ｄｔｅｘ）～１０００（１１１１ｄｔｅ
ｘ）デニール、特に２５０（２７８ｄｔｅｘ）～７５０（８３３ｄｔｅｘ）デニールが好
ましい。本発明においてマルチフィラメント糸条は、その断面形状が円形、楕円形、及び
扁平（横長に潰れた楕円形）の何れの形状でも使用できるが、扁平糸条が好ましい。この
ような扁平糸条は、断面形状の高さと幅方向の比が、２：３～１：５が好ましい。
【００２２】
　本発明に使用する粗目織物は、マルチフィラメント糸条３本並列による扁平経糸束と扁
平緯糸束との交絡による織物であり、これら糸束間に生じる空隙の総和としての空隙率は
５～３０％、特に１０～２０％が好ましい。このような空隙率の織物は、例えば１２５（
１３９ｄｔｅｘ）デニールの糸条を３本並列して一束とした扁平束を経糸束群及び緯糸束
群として、１インチ間に１０～３３本打ち込んだ模紗織物、例えば２５０（２７８ｄｔｅ
ｘ）デニールの糸条を３本並列して一束とした扁平束を経糸束群及び緯糸束群として、１
インチ間に６～２２本打ち込んだ模紗織物により得ることができる。マルチフィラメント
糸条の撚数は、無撚を含み、０～１２０Ｔ／ｍの範囲が好ましい。空隙率は粗目織物の任
意の面積領域に占める目開き部分の総和面積率であり、目開き部分の面積の総和は、任意
の面積領域から繊維実体部の見掛面積を差し引いた値で求められる。具体的には１インチ
四方の面積領域のデジタル画像をコンピューターに取り込んで、繊維実体部と目開き部分
の面積を計算する方法が挙げられる。また糸条の幅と、糸条の配置密度の設計から理論値
として計算した値であってもよい。空隙率が５％未満だと、得られるメッシュシートの遮
熱性は十分なものとなるが、しかしその反面、採光性と視界制御効果が不十分となり、室
内から屋外の景観認知性が不十分となることがある。また空隙率が３０％を越えると、得
られるメッシュシートの採光性と、室内から屋外の景観認知性は十分なものとなるが、し
かしその反面、遮熱性が不十分となることがある。
【００２３】
　本発明において粗目織物は、マルチフィラメント糸条（円断面）を経糸束群及び緯糸束
群として製織した模紗織物、またはマルチフィラメント扁平糸条（扁平断面）を経糸束群
及び緯糸束群として製織した模紗織物、または経糸束群及び緯糸束群の一方の群をマルチ
フィラメント糸条（円断面）の束、もう一方の群をマルチフィラメント扁平糸条（扁平断
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面）の束として製織した模紗織物、経糸束群及び緯糸束群においてマルチフィラメント糸
条（円断面）の束とマルチフィラメント扁平糸条（扁平断面）の束を任意の交互配列とし
て製織した模紗織物などが挙げられる。これらの粗目織物には、必要に応じて撥水処理、
吸水防止処理、接着処理、難燃処理などの薬剤処理を施したものを用いてもよい。
【００２４】
　本発明に好ましい模紗織物は、マルチフィラメント糸条３本並列による経糸束、及び緯
糸束との交絡によってなるフラット織物であり、さらにマルチフィラメント糸条個々は無
撚糸（０Ｔ／ｍ）であることが糸条の扁平性の観点において好ましい。また糸撚りを掛け
て糸条の強度を増す場合は、１～１２０Ｔ／ｍの撚り数が好ましく、より適正な撚り数は
３０～８０Ｔ／ｍの範囲である。撚数が１２０Ｔ／ｍを越えると、糸条の扁平性が損なわ
れることで得られる粗目織物のフラット性も損なわれることがある。
【００２５】
　本発明の窓用遮熱シートの熱線乱反射樹脂層として、熱線乱反射樹脂層に含む鱗片状粒
子としては、アルミニウム、ステンレス、ニッケル、銅、光輝性ガラスフレーク及び光輝
性雲母顔料から選ばれた１種以上が挙げられる。このうちアルミニウム、ステンレス、ニ
ッケル、銅は、これらの金属チップや箔を粉砕して得られる平滑磨砕面を有する粒度１０
～６０μｍ、アスペクト比（鱗片のタテ／ヨコ比で以下同様）１．２～３．０の鱗片状粒
子である。また光輝性ガラスフレークは、金属蒸着した、または無電解メッキしたガラス
薄板を粉砕して得られる平滑磨砕面を有する粒度１０～６０μｍ、アスペクト比１．２～
３．０の表面金属化鱗片状粒子である。金属は、金、銀、銅、ニッケルクロムなど、また
は酸化チタン、酸化鉄、酸化ケイ素などの金属酸化物が挙げられ、これら単独被覆、また
は複層被覆によりシルバー色、ゴールド色、カッパー色、虹彩色（イエロー、レッド、ブ
ルー、グリーンなどの光干渉）などの発色を可能とするものである。また光輝性雲母顔料
としては、雲母粒子の表面が、酸化チタン薄膜や酸化鉄、又は酸化チタン／酸化ケイ素／
酸化チタン（ＴｉＯ2／ＳｉＯ2／ＴｉＯ2）などの複層薄膜で被覆され、かつ粒度１０～
６０μｍ、アスペクト比１．２～３．０の鱗片状粒子で、このような被覆によりシルバー
色、ゴールド色、カッパー色、虹彩色（イエロー、レッド、ブルー、グリーンなどの光干
渉）などの発色を可能とするものである。このような薄膜での被覆率は３５～７０％であ
る。上記した鱗片状粒子の表面には表面保護と分散性付与の目的で、ステアリン酸、パル
ミチン酸、オレイン酸、リノール酸などの脂肪酸によって潤滑処理されたもの、あるいは
シランカップリング剤処理、有機チタネートカップリング剤処理によって熱可塑性樹脂と
の密着性を付与したもの、また、あるいはアクリル樹脂、メラミン樹脂、アルキッド樹脂
などで表面保護被覆したものを使用することが好ましい。熱線乱反射樹脂層に用いる鱗片
状粒子には、直射日光の反射性能においてアルミニウムが好ましく、特にアルミニウム鱗
片状粒子は、ノンリーフィングタイプが好ましい。
【００２６】
　熱線乱反射樹脂層は熱可塑性樹脂と鱗片状粒子とで構成され、これら鱗片状粒子の含有
量は熱線乱反射樹脂層に対して１０～５０質量％である。熱線乱反射樹脂層のバインダー
成分としての熱可塑性樹脂は、アクリル樹脂、アクリル共重合体樹脂、ウレタン樹脂、ア
クリル－ウレタン共重合体樹脂、アクリル－シリコン共重合体樹脂、アクリル－フッ素共
重合体樹脂、ウレタン－フッ素共重合体樹脂、ウレタン－シリコン共重合体樹脂、フッ素
系共重合体樹脂、フッ素ワニス、シリコーンワニスなどの樹脂が特に耐候性に優れ好まし
い。熱線乱反射樹脂層の形成は塗料の形態で公知の塗工方法、例えばスプレー法、グラビ
ア法などによって行うことができる。
【００２７】
　本発明のシートの熱線乱反射樹脂層上には防汚層が設けられていることが好ましく、防
汚層の存在によって、波長３００～２５００ｎｍにおける日射反射率（ＪＩＳ　Ｒ３１０
６）６０％以上を長期間持続することを可能とする。本発明のシートが、防汚層を有さな
い場合には、本発明のシート表面、すなわち熱線乱反射樹脂層の表面に汚れが経時的に蓄
積することで、次第に遮熱機能が減退していくことがある。



(8) JP 2013-166313 A 2013.8.29

10

20

30

40

50

【００２８】
　熱線乱反射樹脂層上に形成する防汚層として、光触媒性物質を含有する薄膜層が好まし
く、光触媒性物質の作用によって熱線乱反射樹脂層の表面に蓄積するタール汚れを経時的
に分解除去することができる。タール汚れとは屋内を浮遊するタバコの煙、油や油脂の揮
発粒子などの有機物質の蓄積物及び酸化物である。光触媒性物質としては、酸化チタン、
過酸化チタン（ペルオキソチタン酸）、酸化亜鉛、酸化錫から選ばれた１種以上が挙げら
れる。この薄膜層は、１）．光触媒物質を１０～７０質量％と、２）．シリカゾル、アル
ミナゾル、ジルコニアゾル、酸化ニオブゾルなどの金属酸化物ゲルを２５～９０質量％、
３）．及びアルコキシシラン化合物を加水分解・重縮合して得られるポリシロキサン化合
物を１～２０質量％含有する、厚さ０．１～１０μｍのゾル－ゲル薄膜である。また光触
媒防汚層は、１）．光触媒性物質の表面の一部が無機化合物によって光触媒不活性化され
た表面処理粒子と、２）．アクリル－シリコン共重合体樹脂、フッ素系共重合体樹脂など
のバインダー樹脂の構成であってもよい。このような防汚層の形成は塗料の形態で公知の
塗工方法、例えばスプレー法、グラビア法などによって行うことができる。
【００２９】
　また、熱線乱反射樹脂層上に形成する防汚層として、アクリル系樹脂、アクリル－シリ
コン共重合体樹脂、フッ素系共重合体樹脂、シリカ微粒子含有アクリル系樹脂、シリカ微
粒子含有アクリル－シリコン共重合体樹脂、及びシリカ微粒子含有フッ素系共重合体樹脂
から選ばれた何れか１種による薄膜層が好ましい。防汚層の形成は塗料の形態で公知の塗
工方法、例えばスプレー法、グラビア法などによって行うことができる。このような薄膜
層を形成することによって熱線乱反射樹脂層の表面に蓄積するタール汚れや煤塵汚れを拭
き取り除去することが容易となる。煤塵汚れとは、屋内を浮遊する埃や塵、煤、花粉など
で、拭き取りは、ブラシ（掃除機吸引を含む）、ハケ、ハンドモップ（化学モップを含む
）、ウエス、ワイピングクロスなどの清拭による乾式方法、及び石鹸液や界面活性剤系洗
剤を用いたウエス、ワイピングクロスなどでの清拭による湿式方法の何れも適用可能であ
る。タール汚れと煤塵汚れを含む場合は湿式方法が好ましい。
【００３０】
　本発明の窓用遮熱シートは、粗目織物を基材として、その全表面上を熱可塑性樹脂で被
覆してなるフラットメッシュシートで、この片表面上に熱線乱反射樹脂層を設けたもので
あるが、特に熱可塑性樹脂に臭気分子不活性化粒子を含有させて、遮熱性と消臭性を兼備
する場合、遮熱性を発揮する面側（熱線乱反射樹脂層形成面）の裏面が消臭性を発揮する
面側となる。本発明の窓用遮熱シートは、その使用時に熱線乱反射樹脂層形成面側を窓ガ
ラス面に対向させて設置するので、その裏面の消臭性を発揮する面側は自ずと屋内側に対
向することで遮熱性と消臭性を効果的に発現することができる。また特に熱線乱反射樹脂
層上に光触媒性物質を含有する防汚層（［００２６］）を形成した場合、光触媒性物質は
太陽光によって光触媒活性が励起されて有機物（臭気ガス）に対する分解効果を発現する
ことができる。また特に臭気分子不活性化粒子として、可視光応答型光触媒粒子（［００
１７］）を用いた場合、臭気分子不活性化粒子である可視光応答型光触媒粒子は屋内の蛍
光灯によって光触媒活性が励起されて臭気ガスに対する分解効果を発現することができる
。本発明の窓用遮熱シートは窓ガラスに直接貼着して用いてもよく、窓ガラスから３０ｃ
ｍ以内の間隔を設けて装着してもよい。
【００３１】
　本発明の窓用遮熱シート（２）について、図１～４により説明する。図１は本発明に用
いる粗目織物（１）の織り組織の一部を拡大して示す図である。粗目織物（１）はマルチ
フィラメント糸条（１－１－１）３本並列による扁平経糸束（１－１）、及びマルチフィ
ラメント糸条（１－２－１）３本並列による扁平緯糸束（１－２）との交絡によってなる
フラットな模紗織物である。図２は本発明の窓用遮熱シート（２）の外観の一部を示す図
であり、粗目織物（１）を基材として、その全表面上が熱可塑性樹脂（３）で被覆されて
なるフラットメッシュシートを基体として、このフラットメッシュシートの片表面上に、
熱線乱反射樹脂層（４）を設けたものである。図３は本発明の窓用遮熱シートの一例の部
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分的断面を拡大して示す図であり、部分的断面は窓用遮熱シート（２）の経糸、すなわち
熱可塑性樹脂（３）で被覆された扁平経糸束（１－１）の断面（２－１）、または窓用遮
熱シート（２）の緯糸、すなわち熱可塑性樹脂（３）で被覆された扁平緯糸束（１－２）
の断面（２－２）である。扁平経糸束（１－１）または扁平緯糸束（１－２）の全表面上
が熱可塑性樹脂（３）で被覆され、フラット基体の片表面上に、熱線乱反射樹脂層（４）
が設けられ、熱可塑性樹脂（３）には金属酸化物粒子（３－１）を含有し、熱線乱反射樹
脂層（４）には鱗片状粒子（４－１）を含有している。図４は本発明の窓用遮熱シートの
一例の部分的断面を拡大して示す図であり、部分的断面は窓用遮熱シート（２）の経糸、
すなわち熱可塑性樹脂（３）で被覆された経糸束（１－１）の断面（２－１）、または窓
用遮熱シート（２）の緯糸、すなわち熱可塑性樹脂（３）で被覆された緯糸束（１－２）
の断面（２－２）である。扁平経糸束（１－１）または扁平緯糸束（１－２）の全表面上
が熱可塑性樹脂（３）で被覆され、フラット基体の片表面上に、熱線乱反射樹脂層（４）
が設けられ、熱線乱反射樹脂層（４）の上にはさらに防汚層（５）が形成されており、熱
可塑性樹脂（３）には金属酸化物粒子（３－１）と臭気分子不活性化粒子（３－２）とを
含有し、熱線乱反射樹脂層（４）には鱗片状粒子（４－１）を含有し、防汚層（５）には
光触媒性物質（５－１）を含有している。
【実施例】
【００３２】
　以下、本発明について実施例を挙げて具体的に説明するが、本発明はこれらに限定され
るものではない。下記実施例及び比較例において、試験シートの遮熱性、採光性、防汚性
、消臭性などは下記の試験方法により測定し、評価した。
【００３３】
１）日射反射率
　分光光度計Ｖ－６７０型（日本分光（株）製）を使用し、日射透過率、日射吸収率を測
定し、ＪＩＳ Ｒ３１０６に準拠し式（１）に従って日射熱取得率を算出した。
　（※熱線乱反射樹脂層を有する試験片は熱線乱反射樹脂層での測定）
　日射熱取得率：η＝ａ＋ｂ（１／αｔｉ）／（１／αｔｉ＋１／αｔｏ）・・・（１）
　　αｔｏ ： 屋外側表面の総合熱伝達率（常用値２５Ｗ／ｍ２Ｋ）
　　αｔｉ ： 室内側表面の総合熱伝達率（常用値９Ｗ／ｍ２Ｋ）
　　ａ ： 日射透過率（％）３００～２１００ｎｍ
　　ｂ ： 日射吸収率（％）３００～２１００ｎｍ
　　ｃ ： 日射反射率（％）＝１００－〈日射透過率（％）＋日射吸収率（％）〉
【００３４】
２）遮熱率
　太陽光線を想定した赤外線ランプを使用し、シート材料が輻射熱を遮蔽する割合をシ　
ートの遮熱率として、以下の試験環境及び試験方法に従って測定した。
〈試験環境〉
　内径が、高さ６０ｃｍ×幅７０ｃｍ×長さ７０ｃｍの外気温遮断性と気密性とを有する
箱型構造体の天井部中央に赤外線ランプ（１００Ｖ，２５０ＷＲ：東芝（株））を取り付
け、またこの試験箱内部の底面部の中央には熱流量計（Ｓｈｏｔｈｒｍ
ＨＦＭ熱流量計：昭和電工（株）製）のセンサーを取り付けた台座（高さ８ｃｍ）を構成
して遮熱性評価の試験環境を構成した。このとき天井部から赤外線ランプ先端までの距離
は２２ｃｍ、赤外線ランプ先端からセンサーまでの距離は３０ｃｍであった。（２２ｃｍ
＋３０ｃｍ＋８ｃｍ＝６０ｃｍ）この状態でランプを点灯し、熱流量（ｋｃａｌ／ｍ２ｈ
）を１分ごとに測定し、３０分後の熱流量ｑｎ（ｋｃａｌ／ｍ２ｈ）を測定した。箱型構
造体内の温度を２０℃まで戻した後、このセンサーを取り付けた台座上に試験シート片（
タテ１０ｃｍ×ヨコ１０ｃｍサイズ：熱線乱反射樹脂層を有する試験片は熱線乱反射樹脂
層を赤外線ランプに対向）を乗せ、その上に厚さ３．５ｍｍの透明ガラス板を載せた状態
でランプを点灯し、熱流量（ｋｃａｌ／ｍ２ｈ）を１分ごとに測定し、３０分後の熱流量
ｑｃ（ｋｃａｌ／ｍ２ｈ）を測定し、式（２）に従って遮熱率ｐｆ（％）を算出した。
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　　遮熱率ｐｆ（％）＝〔（ｑｎ－ｑｃ）／ｑｎ〕×１００・・・（２）
遮熱率ｐｆ（％）は数値が大きいほど遮熱効果が高いものと判断する。
また試験箱内部温度が２０℃から３０℃に到達するまでの時間Ｔ３０を測定した。
Ｔ３０は、数値が大きい程、遮熱性が高いものと判断する。
【００３５】
３）採光性（透光率）
　採光性の評価は０～１００００ルクス（Ｌｘ）の範囲の照度の計測が可能な市販の照度
計（例えばＴＯＰＣＯＮ（株）製ＩＭ－３型）を用いて、測定に使用する白色ランプ以外
の光源の影響を受けない環境設定された測定ボックスを用いて、試験シート片を照度計と
白色ランプとの間に介在させた場合と介在させない場合との照度をＪＩＳ　Ｌ１０５５に
準拠して測定し、式（３）より透光率を求めた。

〈透光率の測定条件〉
　白色ランプ（日立製作所（株）製ＥＦＧ１７ＥＸ：１００Ｖ：１７Ｗ）から照度計まで
の距離を３０ｃｍに設定し、変圧器により光量を２０００Ｌｘに設定した。（試験シート
を介在しない場合の照度は２０００Ｌｘである。）白色ランプから２０ｃｍの位置に試験
シートをランプ光源方向に対し垂直に設置し、試験シート３００cm２を透過する照度を測
定し百分率で表した。
【００３６】
４）消臭性
　ａ）容積５ＬのＴｅｄｌａｒ（登録商標）バッグに１０ｃｍ×１０ｃｍサイズの試験シ
　　ートを入れ、濃度１０ｐｐｍに調整したアンモニアガスを３Ｌ注入し、０．５時間後
　　および１時間後のガス濃度を検知管で測定した。
　ｂ）容積５ＬのＴｅｄｌａｒ（登録商標）バッグに１０ｃｍ×１０ｃｍサイズの試験シ
　　ートを入れ、濃度１０ｐｐｍに調整したメチルメルカプタンガスを３Ｌ注入し、
　　０．５時間後および１時間後のガス濃度を検知管で測定した。
　ｃ）容積５ＬのＴｅｄｌａｒ（登録商標）バッグに１０ｃｍ×１０ｃｍサイズの試験シ
　　ートを入れ、濃度１０ｐｐｍに調整したホルムアルデヒドガスを３Ｌ注入し、０．５
　　時間後および１時間後のガス濃度を検知管で測定した。
【００３７】
５）防汚性
　たて（シートの経糸方向）４５ｃｍ×よこ（シートの緯糸方向）３０ｃｍの試験シート
を、熱線乱反射樹脂層形成面を表側にして、陽当たりの良い南向き傾斜３０°方向に展張
固定し屋外汚れ試験を３ヶ月間行った。展張３ヶ月後の試験シートのブランクとの色差
ΔＥ（ＪＩＳ　Ｚ－８７２９）変化を測定して防汚性能を評価した。
　　※屋外展張は埼玉県草加市内において９月より開始した。
　１：ΔＥ＝０～１．９ ：汚れがなく良好で初期の状態を維持している
　２：ΔＥ＝２～３．５ ：うすく汚れているが外観的印象に支障はない
　３：ΔＥ＝３．６～５．０：汚れが目立ち汚いと感じる
　また、次に試験シート表面に付着した汚れを日本製紙クレシア（株）のキムワイプ（登
　録商標）で水拭きした後の色差変化ΔＥを測定し下記の判定基準にて汚れ除去性の評価
　を行った。
　１：ΔＥ＝０～１．９ ：汚れ落ちが良好で初期の状態を維持している
　２：ΔＥ＝２～３．５ ：やや汚れ落ちが悪いが外観的印象に支障はない
　３：ΔＥ＝３．６～５．０：汚れが落ち難く汚いと感じる
【００３８】
　［実施例１］
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　１）ポリエステルのマルチフィラメント糸条２５０ｄ（２７８ｄｔｅｘ）の３本模紗か
　らなる扁平経糸束（２７８ｄｔｅｘ／３）及び扁平緯糸束（２７８ｄｔｅｘ／３）によ
　るフラット織物（質量１３５ｇ／ｍ２）を用いた。　 
　　　　　　　　　　　　　　　２７８ｄｔｅｘ／３　×　２７８ｄｔｅｘ／３
　　　　　　　　　　　　　　　　　１３　×　１３（本／２５．４ｍｍ）
　２）次に粗目織物を被覆する熱可塑性樹脂として下記配合１の軟質ポリ塩化ビニル樹脂
　ゾルを調整した。
　＜配合１；軟質ポリ塩化ビニル樹脂ゾル組成＞
　ポリ塩化ビニル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量部
　ＤＯＰ（可塑剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６５質量部
　エポキシ化大豆油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０質量部
　Ｂａ－Ｚｎ系複合安定剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５質量部
　炭酸カルシウム（充填材）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５質量部
　三酸化アンチモン（難燃剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
　ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３質量部
　酸化チタン（金属酸化物粒子：粒径１μｍ）　　　　　　　　　　　　　　　５質量部
 
　３）配合１の軟質ポリ塩化ビニル樹脂ゾルの液浴中に粗目織物を浸漬し、マングルロー
　ルで圧搾して余分なゾルを除いた後１８０℃でゲル化処理して熱可塑性樹脂被覆層を形
　成しフラットメッシュシートを得た。この被覆層の付着量は３２０ｇ／ｍ２、空隙率は
　７．５％であった。
　４）フラットメッシュ基体の片面に下記配合２による熱線乱反射樹脂層を８０メッシュ
　のグラビア塗工により付着量４．５ｇ／ｍ２で設けて本発明のメッシュシートを得た。
　＜配合２：熱線乱反射樹脂層組成＞
　アクリル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量部
　ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２質量部
　アルミニウム鱗片状粒子（粒度２０μｍ、アスペクト比１．１～１．３：東洋アルミニ
　ウム（株）製）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０質量部
　メチルエチルケトン（希釈溶剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　７５０質量部
【００３９】
　［実施例２］
　１）ポリエステルのマルチフィラメント糸条５００ｄ（５５５ｄｔｅｘ）の３本模紗か
　らなる扁平経糸束（５５５ｄｔｅｘ／３）及び扁平緯糸束（５５５ｄｔｅｘ／３）によ
　るフラット織物（質量１６５ｇ／ｍ２）を用いた。　 
　　　　　　　　　　　　　　　　５５５ｄｔｅｘ／３　×　５５５ｄｔｅｘ／３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　８　×　８（本／２５．４ｍｍ）
　２）次に粗目織物を被覆する熱可塑性樹脂として下記配合３の軟質ポリ塩化ビニル樹脂
　ゾルを調整した。           
　＜配合３；軟質ポリ塩化ビニル樹脂ゾル組成＞
　ポリ塩化ビニル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量部
　ＤＯＰ（可塑剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６５質量部
　エポキシ化大豆油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０質量部
　Ｂａ－Ｚｎ系複合安定剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５質量部
　炭酸カルシウム（充填材）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５質量部
　三酸化アンチモン（難燃剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
　ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３質量部
　酸化チタン（金属酸化物粒子：粒径１μｍ）　　　　　　　　　　　　　　　５質量部
　竹炭（臭気分子不活性化粒子）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
　鉄電気石：ＮａＦｅ３Ａｌ６(ＢＯ３)３Ｓｉ６Ｏ１８(ＯＨ)４(臭気分子不活性化粒子)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５質量部
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　３）配合３の軟質ポリ塩化ビニル樹脂ゾルの液浴中に粗目織物を浸漬し、マングルロー
　ルで圧搾して余分なゾルを除いた後１８０℃でゲル化処理して熱可塑性樹脂被覆層を形
　成しフラットメッシュシートを得た。この被覆層の付着量は３４５ｇ／ｍ２、空隙率は
　８．６％であった。
　４）フラットメッシュ基体の片面に下記配合４による熱線乱反射樹脂層を８０メッシュ
　のグラビア塗工により付着量４．５ｇ／ｍ２で設けて本発明のメッシュシートを得た。
　＜配合４：熱線乱反射樹脂層組成＞
　アクリル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量部
　ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２質量部
　光輝性雲母顔料（粒度２５～６５μｍ，アスペクト比１．２～１．３５、ＴｉＯ２／Ｓ
　ｉＯ２／ＴｉＯ２による複層被覆を有する光干渉粒子：メルク社製）　　　１０質量部
　メチルエチルケトン（希釈溶剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　７５０質量部
        
【００４０】
　［実施例３］
　１）実施例１で用いた粗目織物を用い、配合１の軟質ポリ塩化ビニル樹脂ゾル組成によ
　り被覆してなるフラットメッシュシート（質量４５５ｇ／ｍ２、空隙率７．５％）基体
　の片面に下記配合５による熱線乱反射樹脂層を８０メッシュのグラビア塗工により付着
　量４．５ｇ／ｍ２で設けて本発明のメッシュシートを得た。
　＜配合５：熱線乱反射樹脂層組成＞
　アクリル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量部
　ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２質量部
　銀メッキによる光輝性ガラスフレーク（粒度３３μｍ、アスペクト比１．２～１．５：
　日本板硝子（株）製）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
　メチルエチルケトン（希釈溶剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　７５０質量部
　２）次に熱線乱反射樹脂層の表面に下記配合６及び７による光触媒性防汚層を１００
　メッシュのグラビア塗工により付着量４ｇ／ｍ２で設けた。
　＜配合６：防汚層下地組成＞
　アクリル－シリコン樹脂（シリコン含有量３ｍｏｌ％）　　　　　　　　１００質量部
　エタノール／酢酸エチル（質量比１：１）　　　　　　　　　　　　　　９００質量部
　ＳｉＯ２換算４０質量％多量化度６のポリシロキサン　　　　　　　　　１００質量部
　加水分解触媒：２％塩酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３質量部
　エタノール／水（質量比１：１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　４００質量部
　シランカップリング剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６重量部
　＜配合７：防汚層組成＞
　光触媒物質：硝酸酸性酸化チタンゾル（結晶粒子径１０ｎｍ）　　　　　　１０質量部
　シリカゾル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
　シランカップリング剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２質量部
　希釈剤：水／エタノール（質量比１：１）溶液　　　　　　　　　　　　２００質量部
【００４１】
　［実施例４］
　１）実施例２で用いた粗目織物を用い、配合１の軟質ポリ塩化ビニル樹脂ゾル組成によ
　り被覆してなるフラットメッシュシート（質量５１０ｇ／ｍ２、空隙率８．６％）基体
　の片面に配合２による熱線乱反射樹脂層を８０メッシュのグラビア塗工により付着量
　４．５ｇ／ｍ２で設けた。
　２）次に熱線乱反射樹脂層の表面に配合６及び７による防汚層を１００メッシュのグラ
　ビア塗工により付着量４ｇ／ｍ２で設けて本発明のメッシュシートを得た。
【００４２】
　［実施例５］
　１）実施例１で用いた粗目織物を用い、粗目織物を被覆する熱可塑性樹脂として下記配
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　合８のポリウレタン樹脂組成物を調整した。           
　＜配合８；ポリウレタン樹脂組成＞
　ポリウレタン樹脂（固形分４０質量％のエマルジョン）　　　　　　　　１００質量部
　ブロックイソシアネート（硬化剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３質量部
　ポリリン酸アンモニウム（難燃剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
　メラミンシアヌレート（難燃剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
　ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３質量部
　酸化ジルコニウム（金属酸化物粒子：粒径０．７μｍ）　　　　　　　　　　８質量部
　竹炭（臭気分子不活性化粒子）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
　鉄電気石：ＮａＦｅ３Ａｌ６(ＢＯ３)３Ｓｉ６Ｏ１８(ＯＨ)４(臭気分子不活性化粒子)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５質量部
　２）配合８のポリウレタン樹脂エマルジョンの液浴中に粗目織物を浸漬し、マングルロ
　ールで圧搾して余分なエマルジョン液を除いた後１６０℃で乾燥・硬化処理して熱可塑
　性樹脂被覆層を形成しフラットメッシュシートを得た。この被覆層の付着量は２６６ｇ
　／ｍ２、空隙率は８．７％であった。
　３）フラットメッシュ基体の片面に配合２による熱線乱反射樹脂層を８０メッシュのグ
　ラビア塗工により付着量４．５ｇ／ｍ２で設け、さらに配合６及び７による防汚層を１
　００メッシュのグラビア塗工により付着量４ｇ／ｍ２で設けて本発明のメッシュシート
　を得た。
【００４３】
　［実施例６］
　１）実施例２で用いた粗目織物を用い、粗目織物を被覆する熱可塑性樹脂として下記組
　成のポリウレタン樹脂組成物を調整した。           
　＜配合９；ポリウレタン樹脂組成＞
　ポリウレタン樹脂（固形分４０質量％のエマルジョン）　　　　　　　　１００質量部
　ブロックイソシアネート（硬化剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３質量部
　ポリリン酸アンモニウム（難燃剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
　メラミンシアヌレート（難燃剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
　ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３質量部
　酸化スズ（金属酸化物粒子：粒径０．６μｍ）　　　　　　　　　　　　　　８質量部
　可視光応答型光触媒粒子（臭気分子不活性化粒子）　　　　　　　　　　　　３質量部
　２）配合９のポリウレタン樹脂エマルジョンの液浴中に粗目織物を浸漬し、マングルロ
　ールで圧搾して余分なエマルジョン液を除いた後１６０℃で乾燥・硬化処理して熱可塑
　性樹脂被覆層を形成しフラットメッシュシートを得た。この被覆層の付着量は２８８ｇ
　／ｍ２、空隙率は９．４％であった。
　３）フラットメッシュ基体の片面に配合２による熱線乱反射樹脂層を８０メッシュのグ
　ラビア塗工により付着量４．５ｇ／ｍ２で設け、さらに配合６及び７による防汚層を１
　００メッシュのグラビア塗工により付着量４ｇ／ｍ２で設けて本発明のメッシュシート
　を得た。
【００４４】
　［実施例７］
　１）実施例１で用いた粗目織物を用い、粗目織物を被覆する熱可塑性樹脂として下記配
　合１０のアクリル樹脂組成物を調整した。           
　＜配合１０；アクリル樹脂組成＞
　アクリル樹脂（固形分４０質量％のエマルジョン）　　　　　　　　　　１００質量部
　ポリリン酸アンモニウム（難燃剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
　メラミンシアヌレート（難燃剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
　ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３質量部
　酸化インジウム（金属酸化物粒子：粒径０．６μｍ）　　　　　　　　　　　８質量部
　竹炭（臭気分子不活性化粒子）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
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　鉄電気石：ＮａＦｅ３Ａｌ６(ＢＯ３)３Ｓｉ６Ｏ１８(ＯＨ)４(臭気分子不活性化粒子)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５質量部
　２）配合１０のアクリル樹脂エマルジョンの液浴中に粗目織物を浸漬し、マングルロー
　ルで圧搾して余分なエマルジョン液を除いた後１６０℃で乾燥・硬化処理して熱可塑性
　樹脂被覆層を形成しフラットメッシュシートを得た。この被覆層の付着量は２４８ｇ／
　ｍ２、空隙率は８．８％であった。
　３）フラットメッシュ基体の片面に配合５による熱線乱反射樹脂層を８０メッシュのグ
　ラビア塗工により付着量４．５ｇ／ｍ２で設けた。
　４）次に熱線乱反射樹脂層の表面に下記配合１１による防汚層を１００メッシュのグラ
　ビア塗工により付着量４ｇ／ｍ２で設けて本発明のメッシュシートを得た。
　＜配合１１：防汚層組成＞
　アクリル－シリコン樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００質量部
　コロイダルシリカ（シリカ微粒子）　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０重量部
　メチルエチルケトン（希釈溶剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　７５０質量部
【００４５】
　［実施例８］
　１）実施例２で用いた粗目織物を用い、粗目織物を被覆する熱可塑性樹脂として下記配
　合１２のアクリル樹脂組成物を調整した。           
　＜配合１２；アクリル樹脂組成＞
　アクリル樹脂（固形分４０質量％のエマルジョン）　　　　　　　　　　１００質量部
　ポリリン酸アンモニウム（難燃剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
　メラミンシアヌレート（難燃剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
　ベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３質量部
　酸化チタン（金属酸化物粒子：粒径１μｍ）　　　　　　　　　　　　　　　８質量部
　可視光応答型光触媒粒子（臭気分子不活性化粒子）　　　　　　　　　　　　３質量部
　２）配合１２のアクリル樹脂エマルジョンの液浴中に粗目織物を浸漬し、マングルロー
　ルで圧搾して余分なエマルジョン液を除いた後１６０℃で乾燥・硬化処理して熱可塑性
　樹脂被覆層を形成しフラットメッシュシートを得た。この被覆層の付着量は２７０ｇ／
　ｍ２、空隙率は９．７％であった。
　３）フラットメッシュ基体の片面に配合２による熱線乱反射樹脂層を８０メッシュのグ
　ラビア塗工により付着量４．５ｇ／ｍ２で設けた。
　４）次に熱線乱反射樹脂層の表面に下記配合１３による防汚層を１００メッシュのグラ
　ビア塗工により付着量４ｇ／ｍ２で設けて本発明のメッシュシートを得た。
　＜配合１３：防汚層組成＞
　フッ素系共重合体樹脂（フルオロオレフィンビニルエーテル樹脂）　　　１００質量部
　イソホロン系イソシアネート（硬化剤）　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
　コロイダルシリカ（シリカ微粒子）　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０重量部
　メチルエチルケトン（希釈溶剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　７５０質量部
【００４６】
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【表１】

【００４７】
【表２】

【００４８】
　実施例１～８のフラットメッシュシートは、適度な採光性の保持により、屋内からは屋
外の景観が認知可能でありながら、屋外からは屋内の様子が容易に認知できないという視
界制御機能を有し、しかも遮熱効果にも優れるものであった。特に熱線乱反射樹脂層上に
特定の防汚層を設けた実施例３～８の仕様では煤塵汚れの付着が抑制され、あるいは煤塵
汚れが付着した場合でも容易に除去できるので、従って遮熱効果の長期安定を可能とする
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。また特にフラットメッシュシートを構成する熱可塑性樹脂被覆層に特定の臭気分子不活
性化粒子を配合した実施例２、４～８の仕様では消臭効果を有するものであり、従ってこ
れらのフラットメッシュシートを、熱線乱反射樹脂層側をガラス窓側に対向させて取り付
けた時、熱線乱反射樹脂層は遮熱効果を発揮し、その裏面の熱可塑性樹脂被覆層は室内に
漂う臭気物質を吸着、または分解する消臭効果を発揮する。特に臭気分子不活性化粒子と
して可視光応答型光触媒を用いた実施例６及び８は蛍光灯照明の存在を必須として消臭効
果を発揮する。
【００４９】
　［比較例１］
　実施例１のシートのフラット織物を、マルチフィラメント糸条７５０ｄ（８３３ｄｔｅ
ｘ）単糸（断面形状：楕円）からなる粗目織物（質量１３５ｇ／ｍ２）に変更した。　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　８３３ｄｔｅｘ　×　８３３ｄｔｅｘ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３　×　１３（本／２５．４ｍｍ）
　また、さらに熱線乱反射樹脂層を省略した以外は実施例１と同様とした。得られた比較
例１のシートは、糸幅の大きい扁平経糸束（２７８ｄｔｅｘ／３）及び扁平緯糸束（２７
８ｄｔｅｘ／３）を有さないため、メッシュシートの空隙率（１２．５％）が実施例１の
メッシュシートの空隙率（７．５％）よりも大きいことで採光性が高く、さらに熱線乱反
射樹脂層を有さないため遮熱性に劣り、しかも視界制御機能のないものであった。
【００５０】
　［比較例２］
　実施例１のシートのフラット織物を、マルチフィラメント糸条７５０ｄ（８３３ｄｔｅ
ｘ）単糸（断面形状：楕円）からなる粗目織物（質量１３５ｇ／ｍ２）に変更した以外は
実施例１と同様とした。　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　８３３ｄｔｅｘ　×　８３３ｄｔｅｘ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３　×　１３（本／２５．４ｍｍ）
　得られた比較例２のシートは、糸幅の大きい扁平経糸束（２７８ｄｔｅｘ／３）及び扁
平緯糸束（２７８ｄｔｅｘ／３）を有さないため、メッシュシートの空隙率（１２．５％
）が実施例１のメッシュシートの空隙率（７．５％）よりも大きいことで採光性が高くな
り、またその分熱線乱反射樹脂層の占める割合が減少したことで遮熱性が劣るものとなっ
た。
【００５１】
　［比較例３］
　実施例１のシートの熱線乱反射樹脂層を省略した以外は実施例１と同様とした。得られ
た比較例３のシートは、糸幅の大きい扁平経糸束（２７８ｄｔｅｘ／３）及び扁平緯糸束
（２７８ｄｔｅｘ／３）を有するものであるが、熱線乱反射樹脂層を有さないため、遮熱
性に劣り、しかも視界制御機能のないものであった。
【００５２】
　［比較例４］
　実施例１のシートの粗目織物を、ポリエステルのマルチフィラメント糸条２５０ｄ（２
７８ｄｔｅｘ）の３本模紗からなる扁平経糸束（２７８ｄｔｅｘ／３）及び扁平緯糸束（
２７８ｄｔｅｘ／３）による下記高織密度フラット織物（質量１６５ｇ／ｍ２）を用いた
以外は実施例１と同様とした。　 
　　　　　　　　　　　　　　　２７８ｄｔｅｘ／３　×　２７８ｄｔｅｘ／３
　　　　　　　　　　　　　　　　　１６　×　１６（本／２５．４ｍｍ）
　得られた比較例４のシートは遮熱効果に優れるものであったが、空隙率が２．５％と低
いため採光性に劣り、屋内から屋外の認知がし難いものであった。
【００５３】
　［比較例５］
　実施例１のシートの粗目織物を、ポリエステルのマルチフィラメント糸条２５０ｄ（２
７８ｄｔｅｘ）の３本模紗からなる扁平経糸束（２７８ｄｔｅｘ／３）及び扁平緯糸束（
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２７８ｄｔｅｘ／３）による下記低織密度フラット粗目織物（質量９０ｇ／ｍ２）を用い
た以外は実施例１と同様とした。　 
　　　　　　　　　　　　　　　２７８ｄｔｅｘ／３　×　２７８ｄｔｅｘ／３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　８　×　８（本／２５．４ｍｍ）
　得られた比較例５のシートは空隙率が４０％と高いため採光性に優れ、屋内から屋外の
認知がし易いものであったが、遮熱性に劣り、しかも視界制御機能のないものであった。
【００５４】
　［参考例１］
　実施例１のシートの熱線乱反射樹脂層（配合２）において、アルミニウム鱗片状粒子（
粒度２０μｍ、アスペクト比１．１～１．３：東洋アルミニウム（株）製）２０質量部を
、アルミニウム鱗片状粒子（粒度５μｍ、アスペクト比１．１～１．３：東洋アルミニウ
ム（株）製）２０質量部に変更し、アルミニウム鱗片状粒子の粒度をサイズダウンした以
外は実施例１と同様とした。このアルミニウム鱗片状粒子のサイズダウンによりシートの
遮熱効果が劣るものとなった。
【００５５】
　［参考例２］
　実施例１のシートの熱線乱反射樹脂層（配合２）において、アルミニウム鱗片状粒子（
粒度２０μｍ、アスペクト比１．１～１．３：東洋アルミニウム（株）製）の配合量を２
０質量部から５質量部に変更し減量した以外は実施例１と同様とした。このアルミニウム
鱗片状粒子の減量によってシートの遮熱効果が劣るものとなった。
【００５６】

【表３】

【００５７】
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【表４】

【産業上の利用可能性】
【００５８】
　本発明により得られる窓用遮熱シートは、採光性及び遮熱性を有し、屋内からは屋外の
景観が認知可能でありながら、屋外からは屋内の様子が容易に認知できないという視界制
御機能を有するので、本発明のシートを、窓用ブラインドや庇として、家屋、店舗、マン
ション、オフィスビル、商業施設、各種公共施設、鉄道車両やバスの窓などで用いたとき
に、適度な太陽光を取り込みながら、太陽光の熱線を効果的に反射することによって屋内
温度の上昇を抑制するので、従ってエアコンなどの空調設備の電気消費を低く抑えること
ができ有用である。また本発明の窓用遮熱シートは更に防汚機能や消臭機能を兼備するこ
とができる。
【符号の説明】
【００５９】
　１：粗目織物
　１－１：扁平経糸束
　１－１－１：経マルチフィラメント糸条
　１－２：扁平緯糸束
　１－２－１：緯マルチフィラメント糸条
　２：窓用遮熱シート 
　２－１：熱可塑性樹脂で被覆された扁平経糸束の断面
　２－２：熱可塑性樹脂で被覆された扁平緯糸束の断面
　３：熱可塑性樹脂（被覆）
　３－１：金属酸化物粒子
　３－２：臭気分子不活性化粒子
　４：熱線乱反射樹脂層
　４－１：鱗片状粒子
　５： 防汚層
　５－１：光触媒性物質
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